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これらを、物理結線のし直しや、スイッチの再起動なしに行える
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メリット.. 実際、安い。.. これらの基本的な機能が、Solaris11の標準機能で行うことができる。.. Interoperabilityが高い。.. iSCSIや、tagVLAN、LinkAggregationなど、基本的には標準的な技術
なので、別のOSとの組み合わせが行いやすい。

ベネフィット.. WIKIPLUSのサービスレベルの向上、ユーザの収容率、同時受付数の向上。.. その他のサービスの収容が可能。.. Solaris11のインフラを案件単位で他社に貸し出し可能。.. VPSサービスも視野に。

Solaris11のクラウド環境
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Solaris だからこそ
できたこと

Solaris11が
WIKIPLUS 2に与えた

その他のベネフィット
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.. 接ぎ木されたプログラム.. バージョンアップを続け、さらに担当者が
変わり、接ぎ木されたプログラムの問題。.. 通常、動いてるモジュールは触らない。.. カプセル化されると更に分からない。

.. D-Trace Toolkit（/opt/DTT/php)を利用.. サービスサーバで、よく呼ばれるphp関数、
時間がかかるphp関数などを発見.. 不可解な呼び順で呼ばれる関数など

D-Trace による最適化

ボトルネックはどれ？リファクタリングするべき順序が明確化！
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.. Private Network内のパッケージ配布サーバから、ソフトウェアのアップデート
ができる。.. これによって、Solaris11のパッケージ同期や、ミドルウェアのインストール状
態の調整、ソフトウェアのリビジョンの調整ができるようになった

パッケージシステムによる同期
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サーバ
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アプリケーション

サーバ
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クラウド時代は、リソース利用率＝コストと顕著になる。
そのため、速度、収容率はより顕著。

.. クラウドの為のシステムはSolaris11の機能を組み合わせることによって、効
果的に作ることができる。.. これらの機能のinteroperabilityは高いので、物理機群や、別の仮想化システ
ムとも比較的親和性を持って融合することができる。.. Solaris Zonesの仮想化コストは低く、資源共有率は高い。そのため、収容率
を上げることができるため、サービスのコストダウンに繋がる。また、速度による
問題が起きにくいので、負荷が高いシステムにも有用。.. これらの仕組みはプライベートクラウドにも流用が容易。.. Solarisは様々なシステムのボトルネック解析が容易。

まとめ〜収容率〜
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